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要 旨 当 院 に お け る リ ー メ ン ビ ュ ー ゲル (以下， Rb) 再装着法の治療成績 を 検討 し た ， 1993 年

か ら 2011 年 ま で Rb 再装着法 を 行 っ た 40 例 42 股 を 対象 と し た . 初回 Rb 治療不成功後， 4 週間の

待機期間 を お い て 全例 に 再装着 を試行 し た . 整復確認期間 は最長 2 週間 と し た 整復率， 整復確認

ま での期間， 骨頭壊死の 有1n� を 調査 し た . ま た ， 整復予測因子 と し て初回 Rb 治療 を 行 っ た 医療機

関， 性別， 惟患側 を 調査 し ， 整復率を 比較検討 し た . 整復率は 3 1 % ， 整復帰;認 ま での期間 は平均 10

日 間， 骨頭壊死 は l 例 に 認 め た . 女児例 と 左恨jLi例 は整復率が高か っ た が， 有志i、差 は な か っ た . 月

l愉 9 か月 ま で整復成功例 を認め た .

Rb 再装着法 は合{lj:症が少 な い 治療法であ り ， 月 齢 10 か月 程度 ま で は 施行 す る 価値があ る . 今後

症例 を重ね， 整復予ìJ[ll因子の検討が必要であ る .

は じ め に

リ ー メ ン ビ ュ ー ゲ、 ル 法 (以下， Rb 法) は 先天性

股関節脱臼の治療 と し て一般的 に 広 く 用 い ら れて

い る 方法であ る . し か し ， 初回装着で整復位 を 得

ら れ な い症例が少 な か ら ず認め ら れ る . 当院では

そ の よ う な 初 回 Rb 法不成功例 に 対 し て Rb 再装

着法 (以下， 再装着法) を 治療の選択肢のーっ と し

て 行 っ て き た . 本研究 で は ， 当 院 に お け る 再装着

法の治療成績 を 明 ら か に し て そ の 有用性 と 整復予

測因子 を 検討 し た .

対象 と 方法

対象は 1993 年か ら 201 1 年 に 当 セ ン タ ー で再装

着法 を 行 っ た 40 例 42 股で あ る . 性別 は 男 児 7 例

7 股， 女児 33 例 35 股で， 診断時年 齢 は 平均 4 か

月 (生後 0 か 月 .-....， 1 1 か 月 ) ， 最終経過観察H寺年齢は

平均 5 歳 3 か 月 (生後 7 か 月 .-....， 16 歳 7 か 月 ) で あ

る .

当 セ ン タ ー の Rb 法 の 適 応 は 生 後 3， 4 か 月 か

ら 10 か 月 ま で， ま た は体重 6 kg 以 上 で あ る . 脱

臼例全例 に装着 し て い る . 整復確認 ま での経過観

察期間 は 2 週間 ま で と し 整復 さ れな い場合は 4 週

間の待機期間 を お い て 全例 に 再装着法 を 試行 し て

い る . 再装着法の経過観察期 間 も 2 週間 ま で と し

た . 初回他 |涜 Rb 法施行例 に つ い て は， 月 齢上限

を 10 か 月 ま で と し ， 装着状況の惑い症例， 正 し く

装着で き て い て も 下肢の動 き が悪 い 症例 に 対 し て

は 同様 に再装着法 を 行 っ た . 検討項 目 は整復率，

再装着か ら 整復確認 ま で の期間， 骨頭壊死の有無

に つ い て 調査 し た . な お ， 骨頭壊死は Kalamchi &

MacEwen 分類1) を 用 い て 最終診察時 6 歳 以上の
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図 1.
再装着開始月 齢 と 症例数

平均 は 6 か 月 で あ っ た . 9 か 月 で も

3 例 の成功例が確認 さ れた

表 1 . Rb 再装着法に よ る 整復率の報告
本研究 で は 31 % で あ り ， 須藤 ら ， 下村の研究 と

同 等 で あ っ た .

植家 ら 75% 
(臨整外 1976) 
須藤 ら 30% 
(関節外科 1989) 
下村 33% 
(鐙形外科 2005)
村上 ら 48% 
( 日 小技会誌 201 1 )  
本研究 31 % 

症例 (9 例 ) に つ い て 判定 し た . ま た ， 整復予測因

子 と し て 初 回 Rb 法 を 行 っ た 医療機関， 性別， 曜

患側， 再装着 月 齢 に つ い て も 調査 し た 統計に χ2

独立性 の 検定， ま た は Fisher's Exact Probability 

test を 用 い p < 0 . 05 を 有意差 あ り と し た .

結 果

再装着開始 月 齢 と 症例 数 の 分布 を 示 す (図 1 ) .

再装着 月 齢 は ， 平均 6 か 月 で あ っ た . 9 か 月 で も 3

例 の整復成功例が確認 さ れ た

再装着 法 に よ っ て整復 さ れた の は 1 3 例 13 股で

整復率は 3 1 % で あ っ た . 再装着か ら 整復確認 ま で

の 期 間 は 2 日 聞 か ら 21 日 間の 平均 10 日 間で あ っ

た し か し 21 日 間で あ っ た 症例 は 古い も ので， 再

装着 し て か ら 21 日 固 ま で受診 し て お ら ず， そ れ

以 前 ま で に 整復 さ れて い た も の と 考 え ら れた .

Kalamchi & MacEwen 分類 group 2 の 骨頭壊

死 を l 例 (女児. 左擢患. 生後 2 か 月 で発見 さ れ，

3 か 月 よ り 当 院 で Rb 装着開始) で認め た . 出現率
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表 2. 再装着後の整復
確認 ま での期間

整復li{�it想平均 日 数

値家 ら 5 日 間 ( 1 � 12 日 間)
須藤 ら 6 日 間 (2�1 l 日 間)
村上 ら 8 日 間 (4�1 1 日 間)

本研究 10 日 間 (2�21 日 間)

は 1 1 % で あ っ た . 初 回 Rb 法 を 施行 し た 施設に よ

る 整復 率 は 当 院 で は 29% ， 他 院 で は 36% で あ っ

た 性別 に よ る 整復率は 男児 が 14%， 女児が 34%

であ っ た . 擢患側 に よ る 整復率は左が 35% ， 右 が

13%であ っ た . 両側脱臼例 は 2 例 4 股 と も 整復不

成功だ、 っ た . こ れ ら の項 目 で そ れ ぞれ有意差 は な

かっ た

考 察

再装着法 に よ る 整復 率 は 植家 ら 5) が 75 % ， 村 上

ら 2) が 48% ， 下村3) が 33 % ， 須藤 ら 4) が 30% と 報告

し て い る . 本研究 で は 31 % で あ り ， 下 村3) ， 須藤

ら ，1) の 研究 と 同 等 で、 あ っ た (表 1 ) . 当 セ ン タ ー は

脱臼例全例 に Rb を 試行 し て お り ， 再装着法の適

応の広 さ や， 整復不能例の難治因子の 関与が整復

率に影響 し て い る と 考 え ら れ た .

再装着法の終了 を 判定す る 経過観察期 間 に つ い

て検討 し た 各研究の再装着か ら 整復確認 ま での

平均 日 数， 最大 日 数 は 植家 ら 5) は 平均 5 日 間 (最 大



12 日 間) ， 須藤 ら 1) は 平均 6 日 間 (最大 1 1 日 間) ， 

村上 ら 2) は 平均 8 日 間 (最大 1 1 日 間) ， 本研究では

平均 10 日 間 (最大 21 日 間) で あ り ， 整復確認 ま で

の経過観察期間 は最長で、 も 2 週間 で よ い と 考 え ら

れた (表 2) . 

諸家の報告で、 は 再装着法に よ る 骨頭壊死の報告

は な く ， 本研究で も l 例 の み で あ っ た こ と よ り ，

合併症が少 な い 治療、法で、 あ る と い え る が， 慎重な

経過観察が必要で、 あ る .

本研究や村上 ら 2) の 研究で も 月 齢 9 か 月 の整復

成功例があ る こ と よ り ， 適応時期 を 過 ぎて い て も

整復 さ れ る 可能性があ り ， 10 か月 程度 ま での症例

に は再装着法 を 施行 す る 制li値があ る . 月 齢の上限

に つ い て は い ま だ議論があ り ， 今後検討が必要で

あ る .

今回初巨I Rb 法 を 行 っ た 医療機関， 性別， 権思

側 に よ る 有意差 は な く 整復予測因子 と な る 項 目 は

見 い だせ な か っ た . 男 児倒 ， 右慌患例が著 し く 少

な く ， 今後症例 を 重 ね て 更 な る 検討が必要であ る .

l Abstract I 

主士 三五中日 員同

当 院 の Rb 再装着法の整復率は 31 % で あ っ た

Rb 再装着後 の 整復確認期 間 は 最長 2 週間で十分

で あ る . Rb 再装着法 は 合併症が少 な く ， 月 齢 10

か 月 程度 ま では施行す る 価値があ る . 今後症例 を

重ね， 整復予測 因子の検討が必要で、 あ る .
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Re-Application of the Pavlik Harness to Treat Developmental Dysplasia 

of the Hip 

Masafumi ν1aseda， M. D.， et al. 

Department of Orthopedic Surgery. Saitama Children's Medical Center 

We report re-application of the pavlik harness to treat developmental dysplasia in 42 hips. 

involving 40 patients. We report the reduction rate and predictors for successful r巴duction. as well 

as the duration of I・e-application until reduction was achieved. We also report the rate of avascular 

necrosis. 1n each case the first application was unsuccessful. The mean int巴rval until r巴-application

was 4 we巴ks. R巴-application achiev巴d reduction in 31 % aft巴r a mean duration of 10 days. Only one 

case showed avascular necrosis. These findings suggested that re-application of the Pavlik harn巴ss

was e任ective to treat developmental dysplasia of the hip after an unsuccessful attempt 
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